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ライチョウの生息地である乗鞍岳高山帯へのシカの侵入状況を把握することを目的とし，乗鞍岳山麓において，

2020年 11月にスポットライトカウント調査，2021年 8月 23日～11月 18日にカメラトラップ調査を実施した。

その結果，スポットライトカウント調査ではシカは観察されなかったが，カメラトラップ調査において，延べ 33

頭が撮影され，標高 1300 m付近での生息が確認された。また，成獣メスも 1200 m 付近で撮影されており，繁殖

の可能性も考えられた。 
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Ⅰ はじめに 

日本のライチョウ Lagopus muta japonicaは，本州中

部の高山帯のみに生息し，他の地域のライチョウとは

完全に隔離された，世界の最南端に分布する亜種であ

る（中村 2007）。本種は，1955年に国の特別天然記念

物に指定され，環境省の絶滅危惧ⅠＢ類にも指定され

ている（https://www.env.go.jp/press/107905.html，2022

年 12 月 15 日確認）。国内の生息数は，1980 年代には

約 3000羽（羽田 1985）とされていたが，2000年代に

は約 2000羽弱まで減少したとされる（環境省関東地方

環境事務所信越自然環境事務所 2020）。生息数の減少

要因は，捕食者（キツネ，カラス等）の侵入（楠田 2020）

や，ニホンジカ Cervus nippon（以下，シカとする）等

の食害による高山植生の衰退（岐阜県 2019）が挙げら

れる。 

岐阜県においては，乗鞍岳や御嶽山，笠ヶ岳で本種

の生息が確認されており，各山塊における生息数は経

年的に減少しておらず，ライチョウの餌や営巣に関わ

る植生状況も概ね良好と考えられている（岐阜県

2019）。しかし近年，シカの高山帯・亜高山帯への分布

拡大が全国的に報告されており，北アルプスでは希少

な高山植生へのシカによる食害の影響が懸念されてい

る（黒江ほか 2019）。岐阜県でも同様の影響が危惧さ

れている（中部山岳国立公園野生鳥獣対策連絡協議会

2021）。乗鞍岳の長野県側におけるシカの生息密度は，

2015年には 0.73頭／km²と低密度であったが，2019年

には 31.14頭／km²にまで増加している（長野県 2021）。

しかし，岐阜県側のシカの生息状況に関する情報は皆

無であり，ライチョウが生息する各山塊におけるシカ

の生息状況の把握が求められている。 

そこで本研究では，乗鞍岳に焦点を当て，シカを含

む野生動物の生息状況を把握することを目的とし，山

地帯から亜高山帯にかけて，スポットライトカウント

調査（以下，ライト調査とする）とカメラトラップ調

査（以下，カメラ調査とする）を実施した。 

Ⅱ 方法 

1．調査対象地

ライト調査とカメラ調査は，岐阜県の山塊でライチ

ョウの生息数が最も多い乗鞍岳（岐阜県 2022）の山地

帯から亜高山帯に延びる高山市丹生川町の林道で実施

した（図－1）。調査林道の距離は約 9 km で，標高は

940ⅿ～1630ⅿであった。調査林道の起点から約 19 km

に位置する高山特別地域気象観測所の気象データによ

ると，2021年の年間降水量は 2014.5 mm，年平均気温

は 12.0 ℃，最高平均気温は 23.9 ℃（7月），最低平均

気温は-0.6 ℃（1月），最深積雪は 36 cmあった。 

図－1．乗鞍岳周辺と調査ルート，カメラ設置地点 
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2．スポットライトカウント調査 

ライト調査は 2020年 11月 16日から 18日の 3日間

実施した。調査は日没約 30 分後に開始し，時速 10～

20 km で走行する車の両側からライト（FATMAX 

SL10LEDS，STANLEY社製）を照射し，シカを探索し

た。 

3．カメラトラップ調査 

本研究は，調査林道の起点と終点の標高から，標高

50 ⅿごとに区切り，調査林道を 15 区間に分割した。

その後，自動撮影カメラ（ハイクカム SP2，ハイク社

製）は，各区間の林道沿いの獣道に 14台設置した。1

区間については，地権者の許可が得られなかったので，

カメラを設置しなかった。カメラは，1 回の検知で 3

枚の静止画が撮影される設定とし，検知間のインター

バルは 5分とした。設置期間は 2021年 8月 23日～11

月 18日の約 3か月とした。その間，すべてのカメラは

正常に稼働した。O’Brien et al. （2003）に従い，同じ

カメラで 30分以内に撮影された同一種は，同一個体で

ある可能性が高いため，解析から除外した。 

Ⅲ 結果と考察 

本研究では， 3日間のライト調査でシカは発見され

なかった。一方で，カメラ調査では，延べ 33回シカが

撮影され（表－1）, 100日当たりの撮影回数（以下，

撮影頻度とする）は 2.68回であった。江成・江成（2020）

は，シカの低密度地域では，ライト調査はカメラ調査

以上にシカの分布を評価することが困難であると報告

しており，本研究も同様の結果であったと考えられる。

また，雌雄ごとの撮影地点の最高標高は，オスが1294ⅿ

地点（図－2），メスが 1189 ⅿ地点（図－3）であった。

本研究では，幼獣は撮影されなかったが，メスが撮影

されたため，既に繁殖している可能性もあると考えら

れる。 

図－2．2021 年 10 月 22 日 13:35，自動撮影カメラで撮

影されたニホンジカ雄個体 

図－3．2021 年 10 月 11 日 19:09，センサーカメラで撮

影されたニホンジカ雌個体 

表－1．カメラで確認した哺乳類，その撮影回数 
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カメラ調査では，シカ以外の哺乳類が 12 種撮影さ

れた（表－1）。イタチ科やリス類，ネズミ類は，判別

が困難であるため，それぞれ 1種とした。最も多く撮

影された種はリス類であり，次いでイタチ科が多く撮

影された。ただし，イタチ科の全撮影回数（139 回）

の内，約 72%（100回）は 1072 ⅿ地点の記録であり，

設置地点周辺に住処があった可能性が高い（図-4）。 

図－4．イタチ科における100日当たりの撮影回数 

また，ニホンカモシカ（Capricornis crispus，以下，

カモシカ）については，延べ 28回撮影され，撮影頻度

は 2.27回であった。撮影頻度は，シカと近い数値とな

った一方で，カモシカはシカと比べて地点ごとの撮影

回数のばらつきが少なかった（図－5）。また，本調査

の中で最も標高が高い 1621 m の設置地点において撮

影されていた。多くの地域で，シカとカモシカは同所

的に生息しており（例えば，岐阜県位山：Nakamori and 

Ando 2022），将来的には，標高が高い地点でもシカが

生息する可能性があると考えられる。 

図－5．シカ，カモシカにおける100日当たりの撮影回

数 

Ⅳ 結論 

本調査の結果，現時点では乗鞍岳の山麓部において

は，シカの生息密度は低いと考えられる。しかし，メ

スの生息が確認されているため，繁殖の状況次第では，

生息数が増加し，分布地域が高標高域に拡大する可能

性もある。侵入初期の低密度段階では，オスとメスの

比率が同程度になる段階への移行を注視する必要があ

り（浅田 2013）、生息状況をより詳細に把握する必要

があるだろう。また，このような侵入初期や定着初期

の段階では，ライト調査やカメラ調査ではなく，シカ

の鳴声を利用したボイストラップ法によるシカのモニ

タリングが推奨され始めている（江成・江成 2020）。

このため，侵入段階が不明な地域では，複数の調査手

法による定期的なモニタリングを実施する必要がある

だろう。また，乗鞍岳以外に御嶽山や笠ヶ岳でも同様

のモニタリング調査を実施し，各地山麓での侵入状況

を把握し，必要に応じて，シカの低密度管理を維持で

きる体制を検討，構築する必要があるだろう。 
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